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スタートアップ ブースト プロジェクト (略称 スタートアップブー

ストPJ) は、スタートアップやスタートアップを⽬指す⽅々に、
「TEAM EXPO  2025」プログラムの中で、⼤阪・関⻄万博を
『使い倒してもらう』ための取り組みです。

このプロジェクトの VI (ビジュアルアイデンティティ) は、
同じ志を持つ仲間が集う「旗」を象徴しています。
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スタートアップ ブースト プロジェクトとは スタートアップ ブースト プロジェクト VI について

※「TEAM EXPO 2025」プログラムは、社会課題解決等を⽬的とする活動を「共創チャレンジ」に、
共創チャレンジを⽀援・創出いただく「共創パートナー」にご登録いただき、対話を通じ更なる共創を⽣み出すことを図るものです。

⽇本のスタートアップの魅⼒を、万博を通じて⽇本全国・世界
へと発信し、⼤きな成⻑の糧となることを⽬的としています。

また、「EXPO 2025 Design System」 のエレメントで
構成することで、「いのち」に満ち溢れた勢いを表現。
スタートアップをさらにブーストさせる想いを込めました。
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ユースケース

スタートアップブーストPJのVIが使⽤可能なもの

例) 名刺にVIを組み込む

• 共創チャレンジ / 共創パートナーとしての、
取り組みを紹介する貴社のウェブページやSNS

• 貴社の名刺
• 「TEAE EXPO 2025」プログラム公式ウェブサイト ※次ページ参照

VIを使⽤してはいけないもの

• 貴社の商品やサービスの案内
• 貴社の頒布品など
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ユースケース
「TEAM EXPO 2025」プログラム公式ウェブサイトでの使⽤例。

共創チャレンジや共創パートナーのアイコン画像として、VIをお使いください。

<共創チャレンジ>

<共創パートナー>

VIと貴社ロゴなどと併⽤する場合は、次ページ以下
の規定に⼗分ご留意ください。
また、併⽤時の画像の調整はご⾃⾝で⾏っていただ
く必要があります。
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VI 基本セット
VIのレイアウトパターンを検討する際、基本は「よこ組み３⾏」または「シンボル単体」を使⽤してください。
配置するスペースに制約があるなど、やむを得ない場合に限り「よこ組み１⾏」を使⽤してください。

よこ組み３⾏ シンボル単体

よこ組み１⾏
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カラー
VIで使⽤するカラーは「EXPO 2025 Design System」に準拠しています。

Red
C0 M100 Y100 K0
R230 G0 B18
#E60012 

Blue 
C100 M50 Y0 K0
R0 G104 B183
#0068B7 

Light Gray 
C5 M0 Y0 K20
R210 G215 B218
#D2D7DA

Dark Gray 
C40 M10 Y10 K90
R34 G36 B38
#222426

White
C0 M0 Y0 K0
R255 G255 B255 
#FFFFFF
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アイソレーション
VI使⽤の際は、⼀定のアイソレーション(保護エリア)を設け、
この領域内には他のデザイン要素や⽂字などを表⽰しないようにしてください。
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最⼩サイズ
指定の⾼さに満たないサイズでの使⽤は、⼗分な可読性が確保できないため避けてください。
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誤⽤例
VIを使⽤する上で、 誤りやすい例を⽰しています。 
⼀貫したブランドコミュニケーションを展開するためにも、下記のような誤⽤は避け、視認性の確保を最優先してください。

変形（⻑体・平体・斜体・回転）する⾊を変更する 装飾（縁取り・⽴体表⽰）する

ドロップシャドウを加える

形を変更する

透過する キャラクターとして使⽤する他の要素と組み合わせる

アウトラインで表⽰する ⼤阪・関⻄万博の
「メッセージ付きロゴマーク」と並べる

たて組みにする ⽂字単体で使⽤する


